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１ 環境保全活動に関する方針等 

１－１ 環境保全活動に関する方針 

 

Nisshaグループは、グローバル社会の一員として、地球環境に配慮した  

企業活動により、事業の発展と持続可能な社会の実現を目指す。  

1. 汚染の予防 

適用される法令や地域との協定を守り、製品の開発や設計、材料、生産、  

販売、設備など企業活動のすべての面から、環境汚染の予防に努める。  

2. 製品の安全 

お客さまとの約束を守り、安全で環境に配慮した製品を提供する。 

3. 地球温暖化防止 

資源やエネルギーの効率的な使用により、地球温暖化防止に貢献する。  

4. 継続的改善 

環境マネジメントシステムを構築し、事業環境の変化に応じて見直しを  

行うことにより、継続的な改善を図る。 

5. 社会との共生 

環境の取り組みを通じて、お客さま、株主、サプライヤー、社員および  

地域社会との開かれた対話を推進する。 

 

 

１－２ 環境保全活動に関する組織体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２ 環境保全活動の実施状況等 

項 目 取組結果 今後の取組計画 

化学物質管理 ・地下タンク性能検査 

・排出基準値順守 

・製品良品率改善活動 

・排出基準値順守 

エネルギー対策 ・COOLBIZ(5月～夏服/冬服併用期間) 

・エアコン使用は 6月～10月限定 

・昼休憩時間消灯 

・省エネタイプ冷凍機導入(1台) 

・製品良品率改善活動 

廃棄物対策 ・再生・再資源化率     99.94% 

・マテリアル・リサイクル率 61.79% 

・有価物比率        40.82% 

・製品良品率改善活動 

・廃棄物の再利用、再資源化 

・分別廃棄の徹底 

環境マネジメン

トシステム 

・省エネ法指標監視 

エネルギー原単位（原油換算 kl/製品 m2） 

2011年度原単位：2.132kl/m2 

2012年度原単位：0.011kl/m2 

・化学物質運用ルール標準化 

・環境マネジメントシステム構

築(2013/上期) 

 

環境教育 ・廃棄別分別教育  

2012年度下期より量産化となり 環境保全に関する仕組み構築中。 

2013年度上期に ISO14001システムの整備中につき 2013年度報告には 更なる活動が報告でき

ると思われます。 

 

 

 


